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修士論文概要

弥生～古墳時代の北陸地方における木製農耕
具の様相

石田 浩司
年の唐古池の発掘調査で木製農耕具が出1937

土して以来、木製農耕具の研究の中心は主に
機能研究であった。それが、 年代に入ると1980
木製農耕具の様式論的研究、編年・伝播ルー
トの追求が関心の中心となった。北陸地方の
木製農耕具研究もその流れを受け、機能的側
面はほとんど触れず、専ら木製農耕具の様式
論的研究、伝播論に終始していたきらいがあ
る。しかし、農耕具は様々な農作業に用いる
ための道具であり、機能を無視して研究を進
めるべきではない。そこで、筆者は北陸地方
の資料を中心に、木製農耕具を機能的な側面
を重視して分類・整理した。その後で、近畿
地方など他地域の木製農耕具と比較し、北陸
地方における木製農耕具の特徴を明らかにし
た。
北陸地方には、直柄平鍬・直柄又鍬・直柄
、 （ ）、横鍬 曲柄平鍬・曲柄又鍬 ともにナスビ形

鋤が存在した。直柄平鍬は身の幅・柄孔角度
をもとに、４つの種類に分類することが可能
で、幅の狭い方から と名付けた。最も幅ABCD
の狭い直柄平鍬 はその形態上、一般耕作に用A
いられたものではなく、雑草などを打ち払う
「はらい鍬」としての機能を推定した。それ
以外の直柄平鍬は、 と には泥除が装着されC D
るが には装着されないことなどから、直柄平B
鍬の中でも と の間、つまり幅 を境に大B C 12cm
きく機能を使い分けていたことが分かった。
そして、直柄平鍬 は、直柄又鍬・鋤とともにB
水田耕作の荒起こし作業に用いられたものと
推定し、直柄平鍬 ・ は荒起こしの次に行うC D
砕土用の鍬と推定した。曲柄鍬は縄文時代以
来の土木具と考え、その延長で開墾具として
も使われた可能性を指摘した。また、近畿地
方では直柄平鍬 に相当する狭鍬が弥生後期以B
降に消滅し、北陸地方でも柄孔周辺の厚さが
薄くなり、強靱度が低くなることと、弥生後
期以降に曲柄鍬が増加することを合わせて考
え、本来は開墾・土木の機能を有していたが、
後には荒起こしなどの一般耕起にも使われる

ようになったことを指摘した。
北陸地方の木製農耕具の大きな特徴は、泥

除の数が多いということである。これは山陰
地方と共通したことで、日本海側で共通した
特徴といえる。また、田下駄がほとんどない
というのも日本海側に共通した大きな特徴で
ある。興味深いことに、太平洋側の近畿・東
海地方は日本海側とは全く正反対で、田下駄
は多いが泥除は少ない。このことが何を意味
しているのかは分からないが、少なくとも、
日本海側と太平洋側の気候の差、それによる
農作物の違い・農作業の違いを示している可
能性はあるだろう。

江上Ａ遺跡の直柄平鍬と泥除

木製農耕具の伝播論については、これまで
も多くの研究者が論じてきたところであるが、
筆者なりの考えもまじえて整理した。北陸地
方では弥生中期より近畿地方や山陰地方の木
製農耕具の影響を受けた。北陸地方には泥除
Ⅰ式と 類の泥除装着装置が多いということc1
と、弥生中期後半に山陰地方からナスビ形曲
柄鍬がもたらされたということから、近畿地
方よりもむしろ山陰地方からの影響が強いと
考えられる。弥生後期以降も近畿・山陰地方
の影響は受けてはいたが、北陸独自のものも
生み出された。１つは泥除Ⅳ式であり、もう
１つは方形柄孔を持つナスビ形曲柄鍬である。
これらが富山県東部で作り出され、弥生末期
以降金沢平野を中心に北陸地方全体に伝わり、
その後泥除Ⅳ式は滋賀県や山陰地方に、方形
柄孔のナスビ形曲柄鍬は長野県を経て関東・
東北地方へと伝わった。
木製農耕具を中心に、木製品の生産体制に

ついても論じた。弥生中期は未製品が大量に
出土することから、各集落内で木製品の生産
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・供給体制が行われていた。弥生後期になる
と、集落単位ではなく、１地域単位で生産・
供給体制が整った。例えば、金沢平野では、
西念・南新保遺跡からは未製品が出土するが、
それ以外の遺跡からは全く出土しないことか
らも、専門の生産集団が存在したことがうか
がえる。古墳中期になると、ナスビ形曲柄鍬
が全国的に形・大きさがほぼ統一されてくる。
これは、鉄製 字形刃先を装着することによるU
規格化がなされた結果だとも考えられるが、
日本列島のほとんどの地域をカバーする広域
の生産・供給体制がなされたと考えられる。
金沢市の畝田・寺中遺跡から、規格化された
ナスビ形曲柄鍬が多く出土したということか
ら、北陸地方においてもそのような広域の生
産・供給体制の中に入っていたことがうかが
える。

カア・アブ・トゥレイハ西遺跡における板状
スクレイパーの生産工程と編年

早坂 陽一
板状スクレイパーは、先史時代末から歴史

時代初頭（紀元前約 ～ 年）にかけて、5000 2200
レヴァント南部を中心に西アジアの広域に分
布していた、フリント製打製石器である。製
作技術や用途に、また時代的・地域的にも多
様性が認められるにも関わらず、資料の偏在
と製作址の欠如という問題により多くの問題
が未解決である。とりわけ生産状況に関する
情報不足、型式論・編年論などの基礎的研究
の貧弱さは、覆うべくもない。
ヨルダン南部アル・ジャフル盆地に位置する、
カア・アブ・トゥレイハ西遺跡は、過去類を
見ない質量を備えた板状スクレイパー製作址
である。そこで以下の 点から過去の研究の空2
隙を埋めることを試みた。 ）板状スクレイパ1
ーの生産工程の詳細を、実際の資料を用いて
復元し、 ）それを基に、とりわけ技術的様相2
を睨みつつ、カア・アブ・トゥレイハ西遺跡
における板状スクレイパーの編年試論を構成
する。
）の分析・考察を通じ、従来の器種認定に1

は重大な見落としがあることが判明した。過
去に「壊れた」として処理されてきたものが、
実は生産者の手による意図的な素材分割の所
産である可能性が高いことが判明した。接合
例によって体系的な分割技法の存在が確認さ
れただけではなく、その復元された技法に関
連する遺物も頻繁に検出されたことにより 断、「
片化」が意図的でかつ汎用性の高い生産技術

であることが判明したのである。その見地を
得ることにより、従来にはない新たな視野―
素材分割技法のあり方を比較する―が獲得さ
れたのである。
）そこで次に、 ）で得られた見通しを付加2 1
して、カア・アブ・トゥレイハ西遺跡におけ
る板状スクレイパーの編年を試みた。カア・
アブ・トゥレイハ西遺跡の製作址の年代は、
概ね前期青銅器時代（紀元前約 ／ ～3500 3400

年）に位置づけることができるが、年代を2200
細かく限定できる証拠が不足しているため、
それ以上の時期の細分はできなかった。しか
し生産状況は明らかに時期的な変遷を示して
おり、それは特に技術的な様相の変遷であっ
た。カア・アブ・トゥレイハ西遺跡には 件の3
板状スクレイパー製作址（ 号遺構・ 号遺構1 3
・ 号遺構）が確認されており、その遺構の前7
後関係と生産状況の相違を対照すると、概ね
以下のような変遷状況が確認されるのである。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法が既に適用さ1 3 ）
れているが、分割をせずに素材をそのまま製
品化することも多かった。また熱割れ剥片を
利用した製品は、この時期の大きな特徴であ
った。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法の適用度が急2 1 ）
増。量産・浪費を特徴とする生産体制。
第 期（ 号遺構 ：素材分割技法の独占体制。3 7 ）
ただし技術的な質は低下し、また素材の利用
度に制限が生じたためか、過度に分割技法を
用いていた。
以上が本稿の主たる結論である。一言にま

とめると、時代が下るにつれ素材分割技法の
適用度が増大し、技術の質が劣化していくと
いうことである。

カア・アブ・トゥレイハ西遺跡の板状スクレイパー

卒業論文概要
金沢城下町遺跡における漳州窯系陶磁器の
変遷

相羽 重徳
州窯系陶磁器は明末清初の政権交代の動漳

乱期に突如、世界海上貿易の表舞台に登場す
る、粗雑な焼き物のことである。我が国では
「呉州手 「呉州赤絵」などと呼ばれ、西欧で」


